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概要： 照射部位の左右間違いをどのように防ぐかは重要な問題である。 
我々は、放射線治療の説明・同意書は、部位別のものを用意しており、それぞれに照射

部位のシェーマを示して、照射野を記載して患者に説明することとしている。その際、部

位別のすべてのシェーマには、「みぎ」「ひだり」と、ひらがなで大きく記載しており、左

右を確認する機能を持たせている（図）。 
この説明・同意書を用いることにより、医師も説明時に照射部位の左右をはっきり認識

できる。また、患者も、照射範囲を認識できることに加えて、「みぎ」「ひだり」を明確に

確認することにより、万一医師が照射部位の左右を間違って認識していた場合にも、患者

自身のチェック機能が働くこととなる。 
我々は、説明時に照射部位のシェーマを患者自身に示すことは、患者自身に放射線治療

部位を理解してもらうことに加えて、医療安全上、必須のステップと考えている。 
 
＊治療部位のサンプルは、平成 24-25 年度 JASTRO 研究課題「放射線治療に際して患者よ

り取得する説明同意書の収集とテンプレートの作成」（研究代表者佐々木智成先生）でも作

成され、ホームページで公開されています。 
http://plaza.umin.ac.jp/rt-setsumeidoui/ 
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